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「 市民参加の道づ <り」「 国道の改修 と地域興 し」を要望
地元説明会では、市民の多様な考え方が明らかとなり、自然環境保護や地域

活性化の視点から八ヶ岳南麓新ルート案に多<の反対意見が表明され、地域を
三分するほどの議論が起こりました。このような中で、私たちはこの問題を、

国交省が提 0昌している「住民参画型の道づ<り」により解決するよう求めてき

ました。

この道づ<り方式は全国で行われており、その成功事例の「能越自動車道」

を参考に、「ワーキンググループ」と「道づ<りと地域活性化のための懇談会」

を設け民主的な議論をもとに、この問題の解決と地域の発展に尽くしたいと提

案しています。

また、ハヶ岳南麓の雄大な自然を持つ北社市の発展のためには、生活道路と

しての国道や県道の充実がlyl要です。笹子トンネル事故で明らかになったのは、

国道の脆弱性です。高速道路新線建設より生活道路の 141号線の走行性を高め
た整備が必要です。

これら生活に密接な道づ<り と地域の活性化は、「農の再生」や観光と密に結

びついており、新規就農希望者や人材を広<活用し地域興しを進め、北杜市の

発展にもつながるよう尽<していきたいと思つています。

先日、県知事や市長にこのような趣旨の「要望書」を提出しました。どうぞ

今後とも皆様のご理解と御協力を下さいますようお願いいたします。

中部横断自動車道八ケ岳南麓新ルート沿線住民の会 長田 佳久
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4月 11日県知事へ署名簿・申入れ書・要望書提出

長田会長をはじめ代表15人が4月 11日山梨県庁を訪れ、横内正明知事あてに11033筆

(下丼出東組716筆を含む)の署名と申し入れ書、要望書を提出しました。知事に直接

面会することはできませんでしたが、応対した県土整備部の野中技監に「2ク月余りで1

万人を超える署名が集まつた。これは皆の強い反対の声だ。これを知事に伝えてほし

い」と要請しました。

さらに、中部横断道のルートの選定を「市民参加の道づ<り」によつて行うために、あら

たな提案として北杜市民と地域ほかかわる住民で構成される「ワーキンググループ」と

「道づ<りと地域活性化のための懇談会」を作ることを要請し、合わせて「国道の改修

と地域興じJの必要性を訴えました。

これに対して野中技監は「山梨県の発展にとって高速道

路は必要だ。そのやり方についてはいろいろな意見があ

るが、(沿llk住民の会の)意見は国交省に伝える」と言う

だけで、明確な返答はありませんでした。山梨県は中部

横断道に対する住民の声をしっかりと受け止め、私たち

が提案している住民の意思を反映させる仕組み―一住

民参加の道作りを推進すべきでしよう。

提出後、甲府駅前で中部横断道の新ルートに反対の

チラシを道行<人に配り、署名活動を行いました。

要請ハガキをワーキンググループと県・市に送ろう

2月の国交省の説明会の資料が 3月中、WGに提出されました。そのためWGがいつ開か

れてもおかしくない状況です。WGに私たちの気持ちを伝えましょう
ワーキンググループ

石田東生 〒305-8573 茨城県つ<ば市天王台 1-1-1
ス保田尚 〒338-0825 埼玉県さいたま市桜区下大ス保255
小演 哲 〒230-0077 神奈り|1県横浜市鶴見区東寺尾4-11-1
二村真理子 〒167-8585 東京都杉並区善福寺2-6-1
国交省甲府河川事務所所長 吉岡大蔵 4α}8578 由梨県甲府市緑が丘 1-10-1

北社市長へ「市長への手紙を送ろう」

・北社市のホームページより 市長の部屋 → 市長への手紙 (用紙は支所にあります)

県知事に意見を送ろう

。曲梨県のホームベージより 県政クイックアンサー → 送信フォーム



4月 12日 国交省甲籠め 交渉は'機回答"

3月 16日期限の「申入れ書韮識村ろ□頭の回答が国交省甲府でありま擁 。

しかし回答は、け が説803会で国交省が説明擁 内容そのものtた 。例えば、″ ケーЮ 集
計方法「母集団た らえ割ウエいarJ、委員会が判断した め屋 、国道 141暑の消えた理由「中間

とりた めで高速が有効に判断擁 」、交通量需要予測は師砲嵌で」・…等々コじ

'=このような回答にな潮 、小委員会やWGの議を経でいなしヽ 国交省の立場で答えたという

ことのようですが、それにしても一つや二つ有意義な回答ができないとは選憾と言うしかありませ

ん。

そのB欲日について、「どういう合意形式がいしヽのか小委員会で議論ける」小委員会、WGの開
催は未定、決わ たら速やなに通知する。会議は原Rl」公開ける、とのれ た。

意見広告 (ハケ岳ジャーナル紙)への賛同のお願い

私たちま八ケ岳ジヤ三月囲辟(5月 1日3)の一面Pct見広告を掲覇します。北社市全域に新聞

折り込みという形で配布される八ケ岳ジャーナル紙は多<の方区読まれてあり、「中部横断自動車

道の新ルート案に対する私たちの主張」をより多<の方巳説明できます。私たちの主張点は「中部

横断自動車道の山梨県側備里―長坂F・5)につしヽて国道 141号の改良化をメインにした住民参画

型の道路Xりを基本にして進めるべき」というものです。
住民癬頓睡興醒しくり0つリソ外イツボルプ卦 :PI)は国交省自身が提唱しているもので基

本計画段階から地域住民の意見を計画に反映させるというものです。みなさんからの賛同金で掲

載いたしますので、一日 500円の賛同費のご協力をお願いいたし討 。

(同北 た振込用紙にて回数と金額をご記入の上あ振り込みをお願いいたします)

お店等へのカリ縄 など設置のあ願い

会では中部横断道八ケ岳南麓新ルート案を撤回し、国道141豊などの既存道絡の改

良0活用を通じ、八ケ岳南麓の環境保護、北社市全体の地域活性化促進の実現と住民

生活にとって有益な「住民参画型道づ<りJを訴えています。

こうしたことを地元の皆様はじめ八ケ岳南麓「北社市」を訪れる多<の皆様に 広<

お伝えし、ご支援れ 琥麦κためli、 国道1413及び県道2866線などのあ店等での「カ

ンパ缶・ステツカー。チラシ等の設置」のご協力をお願いしています。既に多<のあ店で

ご協力をいただいておりますが、更に一層のご協力をお願い申し上げます。これまでに

ご協力いただいているお店等の皆様には、心よりお礼を申し上げます。



わな う思う

国土交通省・社会資本整備書饉会道路分科会建凛「道ガ費わ駄 道な鶴な到

ひと劉熙虫賢く使しヽ れ て新たな価値甦籍ぎだす～(平成2自聡月)について考え乙

国土交通省が平成2347月より有識者を集め、9回もの議論と重ねて取りな めた日本の「今後

の道路政策の基本的方向Jにつしヽて意見を申し立てる「建議Jをご存知
～
ょうか。中身は、今後の

日本の厳しい財政状況のF‐5題・既存の道路の本格的な老朽化に伴う維持管理費増大の問題・一

定の道路整備が形成された今日では、国民のニーズは「今ここにある道路Jの改善に移行しつつ

ある…等々、これまで
「
_世論として当然考えられてきた意見が並べられ、国交省自身が“高速道路

未整備区間の一般道の活用"を提案しています。

先日、国交省 道路局 企画課 道路経済調査室へ電話をし、道路分科会建議中間とりまとめ

の国交省内部の周知徹底方法及び施策の進め方につて質問しました。国交省内部でも、局長

"スの勉強会の実施、基本政策部会でも、昨年度3回のフオローアツプのための部会を開催したわ

です:しかしながら、具体的に中部横断自動車道(長坂～八千穂)の計画段階評価の問題点をあ

話しした所、“全線高速道路整備の重要性"について数十分も劇ノ刀叶一がありました。高速道路

未整備区間の一般道の活用も含心「国土のミッシン71Jンクを解消する」中間とりまとめはどこへ

行つてしまつたの‐ ようか。人口減少社会・税収の増加は安易に見こめません。国の財政も民間

企業同様に、一つの事業にかかる費用と効果を精査し、実行することが大変重要です。そして、実

行に移すまでのスピード感も重要です。更に驚いた事に、フーキンググループの座長である、埼玉大

学 久保田尚 氏もこの建議の有識者のメンパーで陵 。せっか<有識者に血税を投じて分析を依

頼しても、国交省内部でそれが活かされなければ、“税金の無駄使い"と言わざるをえません。これ

まで、私自身も国の政策についてほとんど関心を持たず過ごしてきましたが、「政治家と官僚に任

せていては、何秘 れるか分わ たものではないなぁ一っ」と痛感しています。これからも声を上げ

続けて行こうと思います。

大泉町西丼出 猪原弘子(30代)

今の餞 取       速週□を者える

若者の車離れに歯止めがかかりません。それは、そもそも車を買うどころか日々の生活をするこ

あ えもままなぬ いぎりぎりの状態だからです。日雇い、派選労働、派遣切り、非正規雇用が当た

り前略 中で、20代、30Rの所得ま下がり1日方Qヽます。これは正規雇用の中でも広が
"つ
あ

ります。その中で観光地に高速道

…

自動偉 観光客が訪れ生 いう安易な幻想は国を

疲難 せ、また新雄 後の世代に膨大なツケを回す社 になり討 。他の観光地に高速の短絡路を

進利ぽ旧で首都圏から日帰りされてしまいます。実際にそれは可能なことです。友達同■でレンタ

カーを借り1日で回って<る仕組みは、もう漫透しつつあります。観光地は潤うど動 、他の観光地

と消費分散が起こり討 。使うお金が増えない以上、観光地区落

“

お金は増えないのは論理的

必然です。まず、高速道田を作るよ鴨 旅行ができる環境を整えると が必要です。

高根町堤 H2Yatsugnke挽野 弘和(30代 )


